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私が介護職として働き始めて、はや11年。そ
の前の16年間は自動車整備士として働いていた
が、平成11年に大型自動車運転手の募集があり、
折からの不況とリストラで、「バスの運転手なら」
という安易な気持ちで通所介護事業所の採用試験
を受けた。
通所介護事業所で働き始めてから

は、介護の仕方はもちろん、入浴・排
泄・食事介助、レクリエーション活動
等までまったくわからず、「何でこの
職業についたのか」と悩んだこともあ
った。しかし、先輩職員に丁寧に教え
てもらい、利用者からも多くを学び、
この間に介護福祉士の資格も取得した。
いつの間にか利用者の笑顔を見ること

が楽しくなっていた。
そして、 5 年前にこの老健施設に異動となり、

心機一転、今後も介護業務に頑張ろうと心に誓い、
現在に至っている。私がとても楽しく仕事ができ
ているのは、毎日、利用者や家族、同僚と笑顔で
挨拶したり触れ合ったりする機会がもてるからで

ある。つらいこともたくさんあったが、
それ以上に新しい発見をしたときの喜
びが大きい。また、介護職としての責
任を果たすだけでなく、職場改善や環
境美化にも力を入れて日々努力してい
る毎日である。昨年は自ら希望して全
老健の新潟大会で発表し、貴重な体験
をした。これからもこうした新たな挑
戦を続けていきたい。

あゆみの里（石川県）

介護　沖野幸夫
お き の ゆ き お

日々、新たな挑戦を続けていきたい

13年前の開設時に介護職として入
職し、現在はケアマネジャーと介護主
任を兼務しています。忙しいなか、本
当によりよい業務ができているのかと、
自問自答の毎日です。
現場では、「ありがとう」の一言に

喜びを感じる職員が多い一方で、在宅
で家族に看取られるという“最高の喜
び”を得られる利用者が少なくなって
います。こちらが距離を保ってアプローチしても、
利用者に近づこうとしない家族がいるからです。
そうした家族を持つ利用者のなかには、コンクリ
ートの天井や、窓によって切り取られた風景を見
ながら何年もの年月を見知らぬ利用者と過ごし、
孤独感を募らせている方もいます。

当施設も看取りが増え、職員だけで
看取った方も少なくありません。行政
が「望まれるものは受け入れなさい」
と考えるのはわかりますが、「これを
整え、学び、行っていきましょう」と
いう方針なしに、現場に丸投げするだ
けの対応には疑問も感じます。施設に
は霊安室もないのです。
死は肉体的なものだけではありませ

ん。「よかった」と思える最期をみんなで迎えら
れるように、その方の人生、家族、死への思い、
倫理など、施設全体で考えることは多々あると思
います。変化を読み、どう対応していくかを議論
し学んでいくためにも、ゆとりある業務が行える
人員の配置や報酬を望みます。

ゆとりある人員配置や報酬設定を望む
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